基礎・応用コース②「 計測技術の基礎と応用」
　

■主担当講師

　相良誠（沼津工業高等専門学校）

■概要

　　ものづくりでは不変のテーマである「良い品質を妥当なコストで」を実現するためには、加工技術を高めることは当然ですが、加工された製品・部品の品質を検査して、加工プロセスを管理（適否の判断と必要な改善）することが必要です。これが品質管理です。
加工プロセス中および完成時に、品質を検査する中心的技術が計測技術です。特に長さや形状の計測、硬さ試験は、品質向上のためのプロセス改善を行うためには不可欠な基本技術です。

本コースでは、計測技術の原理、基礎を理解するとともに、主要な計測機器について講義・実習を通して学び、実践に直結する知識と技能を修得します。また、測定データを分析して加工プロセスの改善まで提案できるような応用スキルを身につけます。

■学習目標

高品質な加工を目指す若手技術者/技能者が、必要な計測の基礎知識を修得すること。あわせて、職場において応用スキルを実践、指導できる中堅技術者として活躍できるように育成することを目標とします。
そのために、

1 SI単位系の歴史と定義を学び、測定原理と計測機器の構造を理解する。

2 
測定誤差の発生要因と測定データの分析手法を修得する。

3 
主な計測機器について個人指導の実習を行い、基本的計測の技術・技能を習得する。

4 
ISO9000シリーズ認証と実施における計測の重要さを理解する。

ことに重点を置き講義します。

■受講対象者

・工業、普通高校あるいは高等工業専門学校卒業者で、ものづくり関連の実務経験３年以上の技術/技能者

・マイクロメータ、ノギスなどによる測定経験を多少有すれば望ましいが、必須ではない

　　　　　　　

■受講者数

　　８人

■特徴、ポイント
· 各測定機に関する学習は、講義で歴史・原理・使用法などを学んだ次の回に実習を行うことで、学習効果を上げるプログラムとしてあります。

· また、実習の次には、実習で得られたデータを統計処理する演習を行うことで実習内容の理解を深めると共に、測定データの分析手法に習熟します。
· 測定機の使用待ち時間を短縮するため、“長さ測定”以外の測定機実習については受講者を２グループに分け、２部授業とします。

· 粗さ測定、真円度測定、硬さ測定　の各実習では、受講生の職場から測定サンプルを持参されることで、実務との関連をつけた実習ができるよう、職場の協力をお願いします。

■コマ数

３時間×1３コマ　（実習１のみ4時間）

■各コマの詳細

	回
	日時
	場所
	項目
	内容

	１
	8/26(水)
17:15～

20:15
	沼津高専　
	講義１
	計測の基礎、計測と誤差

	
	
	
	○目標：測定と単位系、誤差の発生要因、誤差とその取扱い等、計測の基礎を学ぶ。
○特徴：測定誤差以前の、加工機械各プロセスにおいて発生する誤差要因を分析し、測定の重要性を認識する。

	２
	8/27(木)

17:15～
20:15
	沼津高専
	講義２
	長さと角度の測定

	
	
	
	○目標：長さ測定における基本知識と、ノギス、マイクロメータなどの測定器について学ぶ。
○特徴：長さ測定、角度測定などに共通する測定手法と誤差要因を認識する。

	３
	9/1(火)

13:00～
17:00
	沼津工業
技術支援
センター　
	実習１
	長さ測定

	
	
	
	○目標：ノギス、マイクロメータ、シリンダゲージ等による計測実習。
○特徴：専門家による基本測定の指導により測定姿勢、感触などの測定技能をつかむ。

	４
	9/2(水)

17:15～
20:15
	沼津高専
	講義３
	計測と誤差、長さ測定データの分析

	
	
	
	○目標：長さ測定データを用いて、統計処理の実習を行い、加工条件と寸法精度の関係について学ぶ。
○特徴：平均値、標準偏差、Cp値、Cpk値などの意味を理解し、実習によって計算手順を習得する。

	５
	9/7(月)

17:15～

20:30
	沼津高専
	講義４
	変位測定、形状・粗さの測定

	
	
	
	○目標：変位測定の原理と形状、粗さ測定機の基本構造およびJIS粗さ規格を学ぶ。
○特徴：トランスデューサの原理、粗さ規格の変遷と使い分け、各パラメータの定義について学ぶ。


	６
	9/8(火)
9:00～

12:00
	沼津工業
技術支援
センター
	実習２
	粗さ測定（グループＡ）

	
	
	
	○目標：粗さ測定機の取扱いとテストピースの各部の粗さを測定する技能を修得する。
○特徴：専門家による基本測定の指導および各自持参の現物による測定実習。

	７
	9/8(火)

13:30～

16:30
	沼津工業
技術支援
センター

	実習３
	粗さ測定（グループＢ）

	
	
	
	実習２の内容をグループＢに対して実施

	８
	9/14(月)

17:15～
20:15
	沼津高専
	講義５
	粗さ測定データの分析、真円度・円筒度の測定

	
	
	
	○目標：粗さ測定データを分析する。真円度・円筒度の定義と測定機構造を学ぶ。最近の測定機も学ぶ。
○特徴：粗さ測定のパラメータの理解を深める。真円度のハーモニクスと加工との関係を学び、誤差分離の考え方を学ぶ。

	９
	9/15(火)
9:00～

12:00
	沼津工業
技術支援
センター
	実習４
	真円度・円筒度の測定（グループＡ）

	
	
	
	○目標：真円度、円筒度測定機の取扱いとテストピース各部の測定を実習して測定技能を修得する。
○特徴：専門家による基本測定の指導および各自持参の現物による測定実習。

	10
	9/15(火)

13:30～

16:30
	沼津工業
技術支援
センター
	実習５
	真円度・円筒度の測定（グループＢ）

	
	
	
	実習３の内容をグループＢに対して実施。

	11
	9/28(月)

17:15～
20:15
	沼津高専
	講義６
	測定データの分析、硬さ試験機

	
	
	
	○目標：真円度測定データの分析をする、硬さ試験機の測定原理、構造、測定値の意味を学ぶ
○特徴：加工と真円度の関係を通して測定結果を理解。各硬さ試験機の使い分け、測定値相互の関係を習得する。

	12
	9/29(火)

9:00～

12:00
	沼津工業
技術支援
センター
	実習６
	硬さ試験（グループＡ）

	
	
	
	○目標：硬さ試験機の取扱いとテストピースの試験技能を修得する。
○特徴：ビッカース、ブリネル、ロックウェル、ショアなどの主な硬さ試験機を使用し、相関の有無を調べる。

	13
	9/29(火)

13:30～

16:30
	沼津工業
技術支援
センター


	実習７
	硬さ試験（グループＢ）

	
	
	
	実習６の内容をグループＢに対して実施


	14
	10/5（月）
17:15～

　20:15
	沼津高専
	実習８
	計測データの取り込み

	
	
	
	○目標：各種計測機器でセンシングした情報を、データレコーダやパソコンに取り込む方法を学ぶ
○特徴：計測器のどのような仕様・特性に着目すべきか、アンプやレコーダーはどのように使用するか、実機での実習を通して習得する。

	15
	10/6(火)
9:00～

　12:00
	東芝機械
	実習９
	ISO9000と計測機器管理

	
	
	
	○目標：ISO9000と測定の関わりを知り、計測の信頼性について学ぶ。
○特徴：ISO9000の認証を受けている企業を訪問、計測機器の管理実態を見学、測定器校正の実習を行う。

	16
	10/6(火)

13:00～

　16:00
	東芝機械
	講義７
	総括・取りまとめ　

	
	
	
	○目標：各種測定データを集計、統計処理し関連を考察する。
○特徴：各回の測定データの間の関連性について分析結果を討議する。全体を通しての質疑応答を行う。　　
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